
★赤ちゃんのことばの発達
赤ちゃんは、おなかの中にいる時から
お母さんやお父さんの声を聞いていま
す。妊娠８か月くらいで、赤ちゃんの聴
覚のしくみはだいたい出来上がると考え
られています。産声は赤ちゃんのこの世
への名乗り。泣いて、声を出すことが、
やがて「ことばでお話する」力につなが
っていきます。
★ことばが育つためには
ことばかけにも意味がありますが、も

っと大事なことは「赤ちゃんと親（大人）
が気持ちを分け合う（共有する）」こと。
気持ちを分け合うこと、分かり合うこと
は、赤ちゃんが「泣いて声をだせばおと
ながやってきて気持ちよくしてくれる」
という経験をたくさん積むことから始ま
ります。
泣いたら、そばに行ってお世話したり、
なだめたり、あやしたりしましょう。こ
の一手間が先々の「ことば」につながっ
ていきます。
★赤ちゃんに合わせることが大事
ことばや心の発達と「共同注意」の関
係が重視されるようになってきていま
す。共同注意とは「二人以上の人が同じ
ものに注意を向ける」ことです。「赤ち
ゃんが興味を向けているものについて話
しかけてあげる」ことがことばかけでは
大事です。おとな主導ではなく、赤ちゃ
ん主導で。

★遊びや絵本の役割
抱っこして揺らす、高い高い、ぎゅっ
と抱きしめるとか、百面相とか。人が好
きだ、人がかかわってくれると楽しいと
いう気持ちが育ちますし、からだが動く
ことが脳への刺激となります。また、も
のを仲立ちとして赤ちゃんと関わる遊び
もあります。
絵本は読んで聞かせるとか、ことばを
早く覚えさせるための道具ではなく、お
となと赤ちゃんが一緒に気持ちを分け合
い、楽しい時間を共有するための格好の
題材です。遊びも赤ちゃん主導で選びま
しょう。いい顔をしてくれるもの、赤ち
ゃんにうけているのが、今ちょうど赤ち
ゃんに必要な遊び、いい絵本です。いい
遊びをたくさんしてあげましょう。
「ことばが伸びるじょうずな子育て」
より引用
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ことばの育ち
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一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二
年
）

四
月
に
横
須
賀
、
高
、
蕪
里
（
か
ぶ

ざ
と
）、高
野
（
こ
う
や
）
の
四
か
村

が
合
併
し
須
賀
村
が
成
立
し
ま
し

た
。
村
名
は
、
九
三
〇
年
代
に
当
地

域
が
匝
瑳
郡
一
八
郷
の
「
須
賀
郷
」

で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

須
賀
と
い
う
地
名
は
、
全
国
各
地

に
存
在
し
ま
す
。
そ
の
語
源
は
須
が

砂
州（
さ
す
・
砂
地
）を
意
味
し
、
土

地
や
集
落
に
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

九
十
九
里
平
野
は
海
岸
線
と
平
行

し
て
砂
が
堆
積
（
た
い
せ
き
）
し
た

砂
丘
列
が
発
達
し
、
山
林
や
畑
が
多

く
集
落
も
古
く
か
ら
形
成
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
列
状
の
間
の
低
湿
地
に

沼
地
が
あ
り
、
そ
こ
を
開
拓
し
て
稲

作
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

須
賀
地
区
に
は
、
ほ
ぼ
東
西
に
集

落
が
広
が
る
横
須
賀
、
列
状
の
高
ま

り
の
集
落
を
意
味
す
る
高
、
同
様
に

蕪
（
か
ぶ
）
の
よ
う
な
集
落
で
あ
る

蕪
里
な
ど
、
集
落
名
は
地
形
か
ら
生

ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
高
野
の
語
源

は「
荒
地
を
新
た
に
興
す
」の
意
で
、

開
墾
地
に
付
け
ら
れ
る
こ
と
の
多
い

地
名
で
す
。

こ
の
地
域
で
は
沼
沢
地
を
め
ぐ
る

新
田
開
発
や
用
排
水
問
題
な
ど
村
と

む
ら
、
集
落
ご
と
の
対
立
が
絶
え
ま

せ
ん
で
し
た
。

横
須
賀
は
、
長
徳
寺
周
辺
や
平
安

時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
に
か
け
て

紀
州（
今
の
和
歌
山
県
）熊
野
神
社
の

領
地
で
あ
っ
た
な
ご
り
と
み
ら
れ
る

木
の
宮
あ
た
り
か
ら
開
け
た
の
で
し

ょ
う
。
新
田
や
西
場（
に
し
ば
）な
ど

も
地
域
の
歴
史
を
伝
え
る
地
名
で
す
。

昭
和
三
十
年
代
以
降
の
耕
地
整
理
に

よ
り
数
個
の
沼
が
一
面
の
水
田
と
な

り
、
大
き
く
景
観
を
変
え
ま
し
た
。

高
は
林
崎（
は
や
し
さ
き
）、八
市

（
や
い
ち
）、在
久
内（
ざ
い
き
ゅ
う

ち
）、蒲
田（
か
ば
た
）、高
野（
こ
う

や
）、道
ノ
口（
ど
う
の
く
ち
）な
ど
の

集
落
で
一
村
を
形
成
し
ま
す
が
、
い

ず
れ
も
江
戸
時
代
初
期
に
は
成
立
し

て
い
た
よ
う
で
す
。
石
碑
な
ど
に
集

落
名
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
信
仰
活
動

な
ど
は
集
落
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。

蕪
里
は
江
戸
時
代
、
支
配
者
が
一

人
で
し
た
が
、
「
上
蕪
里
村
」「
下
蕪

里
村
」
と
集
落
を
分
け
て
い
た
よ
う

で
す
。
同
村
の
豪
農
・
大
木
幸
太
夫

は
、
一
七
九
一
年
（
寛
政
三
年
）
頃

に
俳
人
・
小
林
一
茶
と
の
交
流
が
あ

り
文
人
と
し
て
の
活
動
は
広
く
知
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

高
野
に
は
笹
曽
根
（
さ
さ
そ
ね
）、

中
高
野
、
戸
田
の
三
集
落
か
ら
な
り

そ
れ
ぞ
れ
に
鎮
守
と
お
寺
が
あ
り
、

「
笹
曽
根
村
」「
戸
田
村
」
な
ど
の
記

載
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

須
賀
地
区
は
集
落
ご
と
の
ま
と
ま

り
の
強
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

（
生
涯
学
習
課
）

市都言宣康健

活活
生生

康康
健健

１５




